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１． 目的 

 本研究の目的は，中学校体育授業における三段跳

びの動作を評価する観察的評価基準を作成し，その

有用性を明らかにすることである． 
 
２． 研究方法 

 Figure1 は観察的評価基準の作成手順を示してい

る．作成した評価基準の有用性を明らかにするため

に，中学生30名（男女各15名）の動作を撮影し，

三段跳びの経験や技能レベルなどが異なる3名で評

価し，その信頼性，客観性および妥当性を検討した． 

 観察的評価基準に基づく動作の評価は，各観点の

レベル1～3をそれぞれ1～3点で評価し，後述する

部分評価5観点の総得点を算出した．その後，同一

対象者の動作を2回評価した際の一致度で信頼性を，

3 名の観察者間の評価の一致度で客観性を，跳躍距

離と各動作得点および総得点との相関関係で妥当性

を評価した． 

なお，信頼性，客観性および妥当性の評価には，

Pearsonの積率相関係数，Spearmanの順位相関係数

およびCohenのκ係数を用いた． 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
３． 結果と考察 

1）観察的評価基準の作成 

 Table1 は作成した観察的評価基準を示している．

3回にわたる合議により，評価観点は “スピードの

獲得”，“ホップ時の脚の入れ替え”，“ステップ

のスイング”，“ジャンプの力強さ”，“着地動作”

の部分評価5観点と“跳躍比のバランス”の全体印

象 1 観点で構成して，各観点について，3 つまたは

2つの評価レベルを設定した． 

2）信頼性，客観性および妥当性の検討 

信頼性について，3 名の観察者内の相関係数の平

均値では，“ジャンプの力強さ”を除く5観点にお

いて有意に強い正の相関関係が認められ(p<0.001)，

“ジャンプの力強さ”は有意な中等度の正の相関関

係が認められた(p<0.001)．また，κ係数は「だいぶ

一致する」以上の判断ができる結果であった．以上

のことから，十分に信頼性の高い評価基準であるこ

とが明らかとなった． 

客観性については，1，2回目それぞれの観察者間

の相関係数の平均値において6観点全てで有意に強

い正の相関関係が認められた(p<0.001)．また，κ係

数は「かなり一致する」と判断できる結果であった．

以上のことから，十分に客観性の高い評価基準であ

ることが明らかとなった． 

妥当性については，男女別あるいは全体において，

跳躍距離と総得点との間に有意に強い正の相関関係

が(p<0.01)，女子および全体では，有意な中等度の

正の相関関係が認められた(女子：p<0.05；全体：

p<0.001)．したがって，部分評価である5つの観点

の動作得点の合計が高いほど，跳躍距離は長くなり，

十分に客観性の高い評価基準であることが明らかと

なった． 

 

４． 結論 

 本研究で作成した三段跳びの観察的評価基準は，

信頼性，客観性および妥当性が十分に高く有用なも

のであった．今後は，作成した観察的評価基準を用

いた体育授業について検討していく． 
 

 
 

Table1 本研究で作成した三段跳びの観察的評価基準 
項目 観点 レベル1 レベル2 レベル3

スピードを獲得していないが

踏切に向けて維持または加速している

スピードを獲得しているが

踏切に向けて大きく失速している

ホップ時の

脚の入れ替え

踏切脚の膝が

あまり曲がっていない

踏切脚の膝が曲がっているが

膝が十分に上がっていない

踏切脚の膝が曲がっており

膝が十分に上がっている

上体が前傾または顔が下を向いているが

膝が水平程度まで上がっている

上体が起きているが

膝があまり上がっていない

着地 着地動作
両足を揃えて着地をしていない

（片足で着地している）

両足で着地をしている

(着地の姿勢が高い)

脚を前に出して

両足で着地をしている

(着地の姿勢が低い)

全体印象
3歩の距離のバランスが

極端に保てていない
-

3歩の距離のバランスが

概ね保てている

※「遊脚」とは，踏切脚の逆の脚(スイングする側の脚)を指す。

※「跳躍比のバランス」とは，主に全体におけるステップの跳躍比の高さを参考にすると良い。

部分評価

跳躍比の

バランス

踏切に向けて大きく失速している

（踏切前にストライドが広い）

スピードを獲得しており

踏切に向けて維持または加速している
スピードの獲得助走

跳躍

滞空時間が感じられ

遊脚の腿が水平程度まで上がっている
滞空時間が明らかに感じられないステップのスイング

ジャンプの力強さ
上体が起きており

膝が水平程度まで上がっている

上体が前傾または顔が下を向いており

膝があまり上がっていない

滞空時間が感じられるが

遊脚の腿が水平程度まで上がっていない

Figure1 観察的評価基準の作成手順 
 

Tabel1 本研究で作成した観察的評価基準 
Figure1 観察的評価基準の作成手順

三段跳びの技術ポイントを抽出し，評価項目，評価観
点および技術の習得段階（レベル）を設定する．

初案の作成

初案の評価項目，評価観点およびレベルについて複数
名で合議し整理する．

改訂案の作成

改訂案を用いて複数名で三段跳びの評価を行い，評価
の一致率を用いて評価項目，評価観点およびレベルに
ついて合議し，整理する．

完全版の作成


